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【組成・性状】
１．組成
ムコフィリン吸入液２０％は、１包（２mL）中にアセ
チルシステイン３５２.４�（アセチルシステインナトリ
ウム塩として２０w／v％）を含有する無色澄明な液で
ある。なお、添加物としてエタノール、エデト酸ナ
トリウム水和物、炭酸水素ナトリウム、パラオキシ
安息香酸プロピル、パラオキシ安息香酸メチルを含
有する。

２．製剤の性状
本剤は、無色澄明な液体でわずかに特異な臭いがあ
る。
pH：７.０～８.０

【効能・効果】
下記疾患の去痰
慢性気管支炎、肺気腫、肺化膿症、肺炎、気管支拡
張症、肺結核、�胞性線維症、気管支喘息、上気道
炎（咽頭炎、喉頭炎）、術後肺合併症

下記における前後処置
気管支造影、気管支鏡検査、肺癌細胞診、気管切開
術

【用法・用量】
通常、１回��包～２包（アセチルシステインナトリウ
ム塩２０w／v％液として１～４mL）を単独又は他の薬
剤を混じて気管内に直接注入するか、噴霧吸入する。
なお、年齢、症状により投与量、投与回数を適宜増減
する。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
�気管支喘息、呼吸機能不全を伴う患者
〔気管支痙攣を起こすことがあるので、異常が認
められた場合には投与を中止し、気管支拡張剤
の投与等の適切な処置を行うこと。〕

�高齢者〔「高齢者への投与」の項参照〕
２．重要な基本的注意
液化された気管支分泌物が増量することがあるので、
観察を十分に行い、自然の喀出が困難な場合には機
械的吸引又は体位変換など適切な処置を行うこと。

３．副 作 用
総症例２,６３４例中、３３２例（１２.６０％）の副作用が報告
されている。（再評価結果時）
�重大な副作用
１）気管支閉塞 気管支閉塞（０.１～５％未満）があ

らわれた場合には気管支分泌物の機械的吸引
や体位変換等の適切な処置を行うこと。

２）気管支痙攣 気管支痙攣（０.１～５％未満）があ
らわれた場合には投与を中止し、気管支拡張
剤の投与等の適切な処置を行うこと。

�その他の副作用

注）このような症状があらわれた場合には、投与を
中止すること。

４．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので、患
者の状態を観察しながら慎重に投与すること。

５．小児等への投与
小児に対する安全性は確立していない（使用経験が
少ない）。

６．適用上の注意
�投与経路
１）本剤は注射剤として使用しないこと。
２）本剤は点眼剤として使用しないこと。
�調製時
抗生物質との混合により、不活性化することが多
いので、抗生物質と併用する必要がある場合には
別々に吸入するか、又は抗生物質を注射ないし経口
投与すること。

【薬効薬理】
１．ムコ蛋白を分解し喀痰粘度を低下させる
本剤の SH基が粘液ムコ蛋白の－S－S－結合を開裂して、
速やかに喀痰の粘度を低下させる。この作用は、膿性及
び非膿性粘液分泌物を液化することができる。（���）

２．痰のレオロジカルな変化をもたらす
痰の流動性・溶解度は明らかに増加し、降伏値・粘着性
などは低下を示す。これらのレオロジカルな性状の変動
は、痰の喀出の容易化を強く示唆する。 （�）

３．pH７～９で粘液溶解作用は最大
pH の上昇と共に薬剤の効力が増し、pH７～９で粘液溶
解作用は最大となる。病的な気管支内分泌物の pHは、
アルカリ側に傾いているので効果的に作用し、感染時に
も使用できる。 （��）

＊＊【有効成分に関する理化学的知見】
一 般 名：アセチルシステイン（Acetylcysteine）
化 学 名：（２R）‐２‐Acetylamino‐３‐sulfanylpropanoic acid
分 子 式：C5H9NO3S
分 子 量：１６３.１９
構 造 式：
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物理化学的性状：
アセチルシステインは白色の結晶又は結晶性の
粉末である。
本品は水又はエタノール（９９.５）に溶けやすい。
本品は水酸化ナトリウム試液に溶ける。

融 点：１０７～１１１℃

【取扱い上の注意】
１．噴霧装置に使われている鉄、銅、ゴムは、長時間薬液に
接触することを避け、必ず使用後直ちに、水洗すること。
使用後、そのまま放置すると残渣がこまかい孔口をふさ
いだり、金属部分を腐�することがある。

２．水洗した噴霧装置に本剤を入れると、わずかに着色する
ことがあるが、安全性及び薬効には影響を及ぼさない。

【包 装】
ムコフィリン吸入液２０％（２mL）………………………５０包
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